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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、語用論と文法構造の相互分担関係が言語間でどのように異なっているかを言語類型
論と認知・機能主義的言語学の方法論を複合させた「認知類型論」の分析手法を用いて解明した。
具体的には、「パラレルコーパス」および第二言語習得データを用いて日韓語、および中国語、
インド諸語における「修飾構文」「名詞化構文」「授受構文」という複文の語用論的機能拡張現
象を認知類型論の分析手法を用いて解明した。 

 
研究成果の概要（英文）： 

 This study adopted an analytical method of Cognitive Typology, which combined the 

methodologies of linguistic typology and cognitive-functional linguistics, to explore 

cross-linguistic variations in the trade-off between Pragmatics and Grammatical Structure. 

Specifically, this study explored the functional extension of noun-modifying constructions and 

nominalized complement constructions, and benefactive constructions, observed in a selection of 

Asian languages including Japanese, Korean, Chinese and languages of India by employing a 

parallel corpus.   
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１． 研究開始当初の背景 

語用論と文法の分担関係は言語間でどの
ように異なっているか、ということは
Radical Pragmatics など語用論の理論的研

究の中では古くて新しい挑戦課題として考
究されてきたが、これまでの言語類型論、機
能主義的言語学の中で十分に解明されて来
なかった（Ariel 2008 などを除く）。 
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一方、日本語は名詞修飾構文、受動構文等に
関して語用論的な解釈の融通性が高い言語
であることがこれまでの語用論や対照言語
学的研究で明らかにされてきていた(例：松本
善子氏の一連の研究)が、言語類型論、機能主
義言語学の観点から、日本語と他言語の間で
語用論と文法の分担関係がどのように異な
っているかということは解明されていなか
た。 

 

２．研究の目的 

 本研究はこのような研究の動向を背景に、
アジア言語を中心に、日本語で見られる構文
の語用論的機能拡張現象や構文の解釈の融
通性はどの程度他言語と比べて際立ってい
るかを、研究代表者（堀江）が分担者（パル
デシ）とともに開発してきた、認知言語学と
言語類型論の複合的研究分野である「認知類
型論」の分析手法を用いて明らかにすること
を目的として研究を行った。 

本研究の目的は以下の２点に集約できる。 

 

(I)名詞修飾構文、名詞化構文、授受構文等
に見られる語用論的機能拡張現象はどの
程度日本語に特有で、どの程度他のアジア
言語にも共通して見られるかを明らかに
する。 

 
(II)上記の通言語的分析を通して、文法と語
用論の分担関係の通言語的バリエーショ
ンを明らかにし、「語用論の文法への侵襲」
ともいうべき現象がどの程度日本語に特
有であり、どの程度他のアジア言語にも共
通して見られるかを明らかにする。 

 

３． 研究の方法 

本研究では、研究代表者が分担者とともに
これまで複数の通言語的文法・語彙現象に適
用してきた「パラレスコーパス」と「語用論
的文脈解析」、さらに第二言語習得データを
援用して、構文の語用論的機能拡張現象およ
び構文の解釈の融通性の言語間の相違点お
よび類似点を分析した。 

特に本研究では、現在進行中の語用論的機
能拡張現象、文法化現象を捉えるためにイン
ターネットのブログ、チャット等の実例を積
極的に利用した（韓国語の連体形の終止形化
現象に関して）。このデータ収集方法は文法
化研究に応用され始めているがまだ十分に
その有効性が検証されていない。本研究によ
って、「歴史語用論」的な観点から現在進行
中の語用論的機能拡張現象の解明にインタ
ーネットからの言語使用データが大きく貢
献することが確認された。 

また、韓国人日本語学習者の授受動詞
「-hay patta」の容認性アンケート調査結果
も用いた。第二言語習得データを文法化研究

に用いるという試みはまだ萌芽的であるが、
本研究によって第二言語習得データを文法
化研究に応用することの有用性が確認され
た。 

 
４．研究成果 
 本研究の研究成果は以下の３点にまとめ
ることができる。 
 
I)名詞修飾構文・名詞化構文の語用論的拡張 

  日本語、韓国語、中国語、マラーティー 

語において名詞修飾構文の語用論的拡   
張の程度は著しく異なった。具体的には、日
韓語は、中国語、マラーティー語に比べて著
しく拡張の度合が大きかった。日韓語を比べ
た場合、日本語は韓国語よりも相対的に拡張
の度合がさらに大きかった。 

名詞化構文に関しては日韓語の間で名詞 

修飾構文と同じ程度の違いが観察された。名
詞修飾構文はヨーロッパ言語では「関係節」
として扱われてきたが、アジア言語では文法
関係など統語的要因のみならず語用論的な
成立要因を考慮しなければならず、近年
Keenan and Comrie (1977)の関係節の接近可能
性の古典的研究もアジア言語の名詞修飾構
文の観点から再検討が必要であるという主
張が Comrie や松本善子らによってなされて
いる。本研究の成果（I）は言語類型論のこの
ような動向に対して重要な貢献をなすもの
である。 

 

(II)連体形の終止形化現象 

 日韓語に共通して「連体形」が「終止形」
の位置で「断定の回避」という語用論的機能 

を発達させる現象が見られた。韓国語の場合
はこの現象がインターネットにおいて顕著
に見られ、インターネットでの言語使用が語
用論的機能拡張を動機付けている実態が裏
付けられた。  

 この現象は、日本語においては古典語にお 

いて「連体止め」として知られる現象の現代 

語版ともいうべき現象である。日本語におい 

ては「連体止め」が一般化した結果、「連体 

形と終止形の同一化」という重要な文法変化 

が生じたが、韓国語においては連体形と終止 

形は厳密に区別されているため、インターネ 

ット文体を中心に見られる「連体止め」の 

現象は、韓国語の文法体系にどの程度の影響 

を与えていくかが着目される興味深い現象 

である。本研究はこの現象の解明にデータ 

面と理論的考察・分析の両面で重要な貢献 

をなした。 

 

(III)授受構文の語用論的拡張・文法化現象 

  日本語は授受動詞が語彙的に分化して 

おりこれらが補助動詞化する文法化現象 

も確立している（例：～てくれる、～ても 



 

 

らう）。 

一方韓国語は、授受動詞の語彙的 

分化の日本語よりは限られており、補助動  

詞化もより限定的であり、特に「～てもら  

う」に相当する「-hay patta」という補助動 

詞は存在しないとされてきたが、コーパス
および第二言語習得データに基づいて、ま
だ十分確立していないが、韓国語で「-hay 

patta」が文法化しつつある文法化の萌芽的
現象が確認できた。 

 これまで言語類型論、機能主義言語学で
は「give」動詞のベネファクティブ（補）
助動詞化現象が主として研究されており、 

「receive」動詞のベネファクティブ（補）
助動詞化現象は、通言語的に「有標」な現
象として体系的に解明されてこなかった。
本研究はベネファクティブ（補）助動詞化
現象の機能類型論的に日韓語の観点から
重要な貢献をなした。 
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